
第 2号様式 

事 業 計 画 書 

 

事 業 名 女性経営者のスキルアップセミナー＆交流会（座談会） 

実 施 場 所 沼津市内 

実 施 予 定 期 間 

※イベントや研修会等の当日だけでなく、準備期間・実績の取りまとめ期間等も含めて記載して下さい。 

    平成３１年 ４月 １日  ～  平成３２年 ３月３１日 

 

◎事業概要 
※事業の概要を 100～200 字で簡潔に記載して下さい（事業の紹介などで使用します）。 

女性が起業という働き方を知り、起業を志し、起業を実現し、起業後さらなる成長をはかる

という一連の流れが明確化してきた中で、起業後の事業成長に課題を抱えている女性に注力し

たセミナー＆座談会を行い、終了後は希望者のみ個別相談に応じる。計 5回開催。 

 

◎目的 
※何を目的として実施する事業であるか（事業を行うきっかけ（地域の問題点や課題、社会背景など）や、課題解決のためにどんなことが必

要と考えるか）を記載して下さい。 

女性活躍推進法が制定され、女性の能力活用の場が広がり、「起業」も一つの選択肢となって

きたことを背景に、平成 28 年 7 月 NPO 法人 Woman’s サポートは設立した。以来、起業のきっ

かけの場、経営に関するノウハウ不足を補う場、同じような立場の人と交流する場を創出し、

起業に結び付けることにより、地域経済の活性化に貢献したいと考えている。 

女性起業家の１つの特徴として、ライフスタイルにあわせて小さく事業を開始し、徐々に成

長したいという傾向があり、起業後のサポートも重要な支援課題となっている。 

このため、創業５年以内程度の女性起業家を対象とした支援として、セミナー・座談会・個

別相談を開催すると共に、女性起業家同士のネットワーク構築を図る。 

 

◎実施内容 

日  程 実施項目・作業項目 

 ※イベントや研修会等の行事日程だけでなく、実施内容(打合せ・会議・資料作成・参加者募集・準備・検討

会)、実施場所、参加対象、人員配置、役割分担など、事業期間すべてにわたる実施内容を記載して下さい。 

  

事業成長の戦略として、稼ぐ力を身につけることが重要であると考え、

セミナーでは、経営ビジョンの見直し、販路開拓・マーケティング、ＩＴ

活用、プレゼン力等の事業課題の解決に直結するテーマを設定する。座談

会では、働く女性の多くが抱える仕事と家庭の両立等の、女性ならではの

話題について参加者同士の情報交換からネットワーク構築を図る。また、

希望者にはＷｏｍａｎ’ｓサポートの理事が個別相談に応じる。 

 

４月 理事会にてセミナー＆座談会テーマの決定、講師選定 

広報チラシ作成開始 

 

５月 広報チラシ等にて参加者の募集開始 

 

７月 第１回開催 テーマ（仮）「経営ビジョンの見直し」 

会場：沼津商工会議所又は市内コミュニティスペース（仮） 

定員：２０名 ※終了後は希望者のみ個別相談 



９月 第２回開催 テーマ（仮）「販路開拓・マーケティング」 

会場：沼津商工会議所又は市内コミュニティスペース（仮） 

定員：２０名 ※終了後は希望者のみ個別相談 

 

１１月 第３回開催 テーマ（仮）「ＩＴ活用」 

会場：沼津商工会議所又は市内コミュニティスペース（仮） 

定員：２０名 ※終了後は希望者のみ個別相談 

 

１月 第４回開催 テーマ（仮）「プレゼン力Ⅰ ～営業用資料の作成編～」 

会場：沼津商工会議所又は市内コミュニティスペース（仮） 

定員：２０名 ※終了後は希望者のみ個別相談 

 

３月 第５回開催 テーマ（仮）「プレゼン力Ⅱ ～プレゼンの仕方編～」 

会場：沼津商工会議所又は市内コミュニティスペース（仮） 

定員：２０名 ※終了後は希望者のみ個別相談 

 

 全回においてアンケートを実施し、参加者の声を確認すると共に、より

具体的な課題については、既存の支援機関や専門家につなぐ等のサポート

を行う。併せて、次年度事業に反映する。 

 

 

◎事業効果 
※事業の実施により、期待される効果を記載して下さい。 

セミナー・座談会・個別相談を通じた有用な知識・情報の取得により、課題解決が図られる

とともに、参加者のネットワークが拡大し、更には、沼津の女性が自分らしく生き生きと働く

姿が SNS 等で発信されることで、女性が輝くまち沼津というイメージの向上に繋がる。 

 

成果指標 

※事業効果を客観的に評価できるよう、具体的な

数値等を用いて成果指標を設定して下さい。 
指標の 

検証方法 

※左記指標の検証方法を記載して下さい。 

 

各回定員２０名の１００％達成 

 

各回参加者数のカウント 

 

◎評価の視点に合致していることの説明 ※評価の視点については、募集の手引きを必ず確認して下さい。 

公益性 

・ 

必要性 

※公益性：地域のまちづくりの推進に如何に寄与できるのか、不特定多数の市民の利益にどうつながるのか等について

記載して下さい。 

※必要性：事業を実施する意義や、本ファンドによる助成が有益で質の高い事業展開につながる理由を記載して下さい。 

 

零細企業や個人事業では、起業して１０年後の生存率は１割未満と言われて

いる。特に女性の場合、出産・育児・介護等のライフイベントに左右され、

それを理由に廃業を選択することもある。 

このため、起業後の事業継続の壁を乗り越えられるよう、女性ならではの目

線で支援することは必要であると考える。 

 

地域性 

※地域の実状と課題をどう捉え、事業を行うことによってどのように課題を解決するのか、また、地域の特性や地域資

源をどのように活かしたか、などについて記載して下さい。 

 

沼津市の「まち・ひと・しごと創生人口ビジョン総合戦略」における、新た

な仕事づくりと雇用の創出や、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラン

ス）を実現するためには、女性起業家に関する学習の機会や支援体制を整え

るとともに、異種業間のネットワーク構築は必要不可欠である。 



先導性 

※事業の新規性や独自性など、新たにチャレンジする点、工夫した点などについて記載して下さい。 

 

事業を通して、女性起業家のネットワークを広げ、この活動による他の分野

の人材との交流から、アイデアや企画が生まれ、ビジネスチャンスを広げる

など、新たな事業（仕事）が創出され、地域の活性化に繋がる。 

 

発展性 

・ 

継続性 

※発展性：活動の広がりや波及効果がどのくらい見込め、地域の発展・活性化につながるのか記載して下さい。 

※継続性：本ファンドによる助成終了後も継続的・自立的な活動とするために、事業実施体制や活動資金の確保などに

どのように取り組んでいくのかについて記載して下さい。 

 

 本事業をきっかけに、女性起業家の経営課題や事業継続の不安や悩みが軽減

され、有用な知識を得ることで選択肢の拡大が期待できる。少し先を行く先

輩の姿を見ながら、自分らしく働くことを見つけ、様々な壁を乗り越える原

動力になる。 

継続した実施により、支援される側だった女性が、数年後には先輩としてス

テップアップした姿で支援する側になる等の好循環が生まれる。資金につい

ては、当 NPO 法人の会員数の拡大・維持に努めてその会費を充当する。 

 

実現性 

・ 

妥当性 

※実現性：事業目的と事業内容は合致しているか、実現のために事業内容、予算の積算、自己資金の準備、スケジュー

ル等について工夫した点を記載して下さい。 

※妥当性：各種法令順守、関係者との調整状況、費用に対する事業効果の妥当性について記載して下さい。 

 

 女性が時間を割いて負担なく参加できる工夫として、短期集中の開催ではな

く、１年を通して奇数月５回の開催とする。 

 当 NPO 法人は設立３年目となり、個人会員３２名を有しており、起業を目指

す方、起業して間もない方、既に起業している方等、あらゆる段階の女性が

所属している為、アンケートや理事長面談の実施により、起業後のサポート

の必要性と需要について確認している。併せて“働く女性を応援”をコンセ

プトに実施している「ＡＬＬ Ｌａｄｙ’ｓフェス」は、３年連続の開催を

実現し、事業を実現するプロセスを備えている。 

 

活動に 

対する 

熱意 

※活動の動機、活動に対する意欲・熱意について記載して下さい。 

 

 平成２８年８月の当 NPO 法人設立以来、女性の起業支援に注力し事業を実施

してきた。平成２９年度には、理事長の曽根原容子が中小企業庁より「創業

機運醸成賞」を受賞し、平成３０年度には、経済産業省の創業スクールの認

定を受け沼津市主催「Ｗｏｍａｎ’ｓ起業応援スクール」の運営を受託し、

地域における起業支援に力を注いでいる。 

 今後も当 NPO 法人の活動を通じ、地域活性化のため尽力していきたい。 

 

 

◎次年度以降の活動予定 
※ソフト部門（ステップアップ型）新規または 2 回目の応募で、助成の継続（最大 3 年まで）を希望する場合は、今後の活動予定と事業継続

のための戦略について記載して下さい（今回の応募が次年度以降の助成を約束するものではありません）。 

 

支援される側だった女性が、少し先を行く先輩としてステップアップした姿で、その経験を

語るまでには数年を要するため、この事業の継続した実施が必要と考える。平成３１年度以降

も、これまでの起業支援を主軸に、当 NPO 法人の起業以外の事業、就業・子育て・妊活の支援

とも連携してサポートを行う。 

 

 

 



 

◎実績の評価と改善点（継続事業のみ） 
※継続事業については、過去の実績に対する自己評価と実績を踏まえた改善点等について記載して下さい。 

 

 

◎特に高い公益性を有することの説明（ハード部門のみ） 
※補助金申請額が「特に公益性が高い事業」に該当する場合は、その理由を記載して下さい。 

 

 


